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卒業研究題目 セッション指向Webアプリケーションのための
動的ページ遷移をあらわすXML記述

　本研究報告では，セッション指向Webアプリケーションのための動的ページ遷移を

XMLで記述する手法を提案する．

　Webアプリケーションにおけるセッションは，ページ遷移において状態を保持する

ために使用される．セッションの使用により，状態を持つことができないHTTPで状態

を持つWebアプリケーションを実現する．セッションは，オンラインショッピングなど

のWebアプリケーションで，非常に一般的に用いられる手法である．しかし，Webア

プリケーションにおけるセッションの概念は，スクリプト中で暗黙的であるため，セッ

ションを明示的にスクリプト中で記述できない．このため，Webアプリケーションの記

述と振舞いとが直接的に対応しない．したがって，Webアプリケーションの設計と実現

後のデバッグにおけるセッションの扱いが暗黙的であり，効率的でない．

　本研究報告では，セッション指向Webアプリケーションを開発する手法を提案する．

本手法では，Webアプリケーションを表示部分（ページ）と制御部分（ロジック）を分

離した状態遷移モデルとして形式化する．このモデルをセッションが明示的に示された

XMLで記述する．XMLでは，DTDとの厳密な文法チェックが可能であり，XMLで記

述した振舞いモデルの妥当性を容易にチェックできる．さらに，XMLはスタイルシー

トが利用できるため，容易に XMLから任意の記述に変換できる．本研究では，変換の

ためのXSLTを定義し，振舞いモデルのXML記述から，セッション指向でWebアプリ

ケーションを記述するための Javaを基にしたプログラミング言語である Jwigへの変換

を実装した．

　本手法により，Webアプリケーションの開発において，従来の手法より簡単にかつ明

示的にセッションを記述できる．さらに，Webアプリケーションの表示部分と制御部分

を明確に分離することによって，Webアプリケーション全体の振舞いを理解しながら，

Webアプリケーションを開発できる．


